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そこへ こがねむしが とんできました。
「かわいいこだ。なかまに じまんしよう。」
こがねむしは おやゆびひめを さらって いきました。

やがて、あきがきて さむいふゆが きました。
おやゆびひめは ゆきのなかを さまよいつづけ、やがて、しんせつな のねずみに たすけられ、
いっしょに くらすことに なりました。
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なかまたちに さんざん いわれると、こがねむしも そんなきに なってきて、
おやゆびひめを のはらに おきざりに してしまいました。

おやゆびひめは ひろい のはらのなかで ずっと ひとりぼっち でした。
なつの あいだは、あさつゆと はなのみつで くらしました。

つばめと おやゆびひめが ついたところは おはなのくに でした。
たくさんの ようせいたちが おやゆびひめを むかえてくれました。
はなの まんなかに おはなの ようせいの おうじさまが いました。
ふたりは けっこんし、しあわせに くらしました。

むかし あるところに おはなの だいすきな おんなのひとが いました。
あるひ、きれいな おはなの なかに ちいさな おんなのこが ちょこんと すわって いました。
「なんて かわいいんでしょう！」
おんなのひとは おやゆびひめと なづけて、そだてることに しました。

「どうだ。かわいいだろう。」
こがねむしは なかまに じまんしました。
「なんだ、このこ、へんじゃないか。」
「あしも ないし、はねも ない。」
「とべないじゃないか。」

「どうだ。かわいいだろう。」
こがねむしは なかまに じまんしました。
「なんだ、このこ、へんじゃないか。」
「あしも ないし、はねも ない。」
「とべないじゃないか。」
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「ごめんなさい。わたしは およめさんに なるのは いやです。」
「なに いってるんだい！ いいはなし じゃないか。」
のねずみの おばさんも すっかり そのきに なっています。
おやゆびひめは かなしくて たまりません。

ひきがえるの いえは、ぬまに ありました。
おやゆびひめは、はすのはの うえで こわくて かなしくて  ずっと ないていました。

のねずみの いえの ちかくには、もぐらが すんでいました。
もぐらは おやゆびひめを とても きにいり、まいにち あそびに くるように なりました。

おやゆびめを のせた はすのふねは かわを ながれて いきました。

あるひ、もぐらが おやゆびひめを 
およめさんにしたいと いってきました。
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そのとき、つばめが とんできて いいました。
「わたしの せなかに おのりなさい。」
おやゆびひめを のせた つばめは、おおぞらへと まいあがり、
あたたかい みなみに むかって どこまでも とんで いきました。

ある なつのよる、みにくい ひきがえるが へやの なかに はいって きました。
「なんて かわいいこだ。」
ひきがえるは じぶんの むすこのよめに しようと、おやゆびひめを つれさりました。

そんな おやゆびひめを みかねた さかなたちが あつまってきて 
みんなで はすのくきを きって くれました。

あるひ、おやゆびひめは けがをして ぐったりしている つばめを みつけました。
しんぱいになった おやゆびひめは まいにち つばめの かんびょうを しました。
つばめは すっかり げんきに なりました。

ついに、けっこんしきの ひが きました。ついに、けっこんしきの ひが きました。


